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北信州森林組合

第24号

 輸出だけではありません！ ： 直江津港をハブとして国内外への船輸送
※12月に国内の合板工場向けに1,100㎥を出荷

森林組合PR事業を全県で行っています。
SBCラジオ「モーニングワイドラジオ J」
毎週月曜日、朝 8時 35分から 40分まで
「森と暮らそう」を放送しています。

当組合放送予定　2月24日



　新年あけましておめでとうございます。

年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ

北信州森林組合

代表理事組合長　 中山　稿一

皆様には健やかに新年を迎えられた事とお慶び申し上げます。日頃から組合事業につきましては、格別なご

協力を賜り厚く御礼申し上げます。

昨年の景気動向を見ますと、アベノミクスによる景気は株価の高騰や円安により、輸出企業など一部にはそ

の恩恵がありましたが、原材料が値上がり輸入によるデメリットなど全体としては斑模様になっているよう

に思われます。特に地方については、実感として景気が良くなったとは思えない状況かと思います。

昨年は２月の大雪による災害、全国的な豪雨災害、御嶽山の噴火、県の北部地震など大きな災害の年でもあ

り、厳しい環境の中で林業を取り巻く景況も伸び悩み、好転のきっかけが見えにくい状況でありました。

そうした中で、昨年は国産材自給率 29％にまで伸びましたが、国では平成 32年までに国産材自給率 50％

を打ち出しています。また、2020 年の東京オリンピックでは、可能な限り木材を使っていこうという機運が

あり注目していきたいと思います。木造建築のなかで今後期待される需要がＣＬＴ（直交集成材）ではないか

と思われます。欧州ではすでにマンションや中・大規模の商業施設や公共施設、一般住宅まで様々な建築物が

建てられていて、幅や厚みの違う木片を有効活用できる特性があり、早急な技術確立に期待したいと思ってい

ます。長野県は人工林面積が全国第３位の森林県であり、森林資源は豊富でありますので、地元産材利用の一

層の強化を図ってまいりたいと思います。

また、昨年は低質材の販売需要が旺盛で、３年前では捨てていたＤ材も木質バイオマス発電用として利用さ

れ、底値は上昇傾向にあります。Ｃ材についても中国へ輸出し、直江津港より１万㎥の出荷になりましたが、今

年も拡大に向けて取り組みたいと思います。Ｂ材や優良材の価格については厳しい面もありましたが、次第に

春も見えてきそうであります。

組合では今年度も重点的に境界明確化事業を推進してまいりました。この事業を行うことにより、後世に土

地の面積や場所が明確な資料としてデータ化され、組合で永久に保管され個人情報は保護されます。また、本

人の情報については、必要に応じて何時でも対応が可能です。個人での管理が難しい今日、団地化を図り対応

することが賢明と思いますので、計画的に皆さんの協力を頂いて、併せて森林経営計画の樹立を進めてまいり

ます。

ねんりんの運営については、農林産物直売所や、たいへんきれいな清潔感のあるトイレも設置され、野沢温

泉村の協力をお願いし、道の駅として進めていけるように、組合支所を併合した無休営業に向けて検討中であ

ります。国道 117号を通過の際はどうぞお立ち寄りください。

昨年は大雪がありまして各地で除雪が大変でありましたが、当組合受注の路線や駐車場につきましては、除

雪体制には万全を期して対応してまいります。

今年も役職員一同、皆さんのご支援ご協力を頂き各事業を推進し、組合員の負託に応えるべく頑張る決意で

あります。年頭に当り皆さんのご多幸を心より祈念申し上げ新年の挨拶といたします。
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北
部
地
区
は
ト
ビ
グ
サ
レ
が
少
な
く
地
元
製
材
所
に
も
販
売
で
き
ま
し
た
。

搬
出
間
伐
事
業
が
組
合
事
業
の
主
力
と
な

り
、
管
内
全
域
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
今
年
度
は
野
沢
温
泉
村
の
虫

生
地
区
と
東
大
滝
地
区
で
の
受
託
事
業
、
さ

ら
に
七
ヶ
巻
地
区
で
の
県
行
造
林
の
生
産
請

負
事
業
に
よ
る
搬
出
間
伐
に
お
い
て
、
年
間

生
産
量
が
二
千
㎥
を
超
え
ま
し
た
。

三
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
森
林
経
営
計
画
が

本
格
的
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
野
沢

温
泉
村
で
も
搬
出
間
伐
が
主
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
回
の
間
伐
で
は
、
生
産
さ
れ
た
木
材
を

七
ヶ
巻
地
区
で
借
り
た
中
間
土
場
に
運
び
、

そ
こ
か
ら
Ａ
材
は
地
域
の
製
材
所
に
、
Ｂ
材

は
県
外
の
合
板
工
場
に
、
そ
し
て
Ｃ
材
は
中

国
向
け
に
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
等
に
積
込
ん
で

販
売
し
ま
し
た
。

野
沢
温
泉
村
の
北
部
地
区
の
ス
ギ
材
は
、

豪
雪
に
よ
り
曲
り
が
多
い
の
で
、
曲
り
の
程

度
に
よ
り
合
板
や
中
国
向
け
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
意
外
と
ト
ビ
グ
サ
レ
が
少
な
い
た

め
、
直
造
材
が
で
き
た
太
物
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
製
材
所
に
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

野沢温泉村の木材生産量が2,000㎥を超えました！

フォワーダで小運搬します。

販売先別に椪積された中間土場の状況

列状間伐の搬出列の状況

プロセッサで造材します。 スイングヤーダで集材します。

野沢温泉村木材生産量

主間別
　
年
H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 備考

主　伐 0 0 0 0 11 159 278 0 0 192 0 0 0 0

間　伐
0 0 0 0 0 115 0 0 0 0 0 0 0 469 県営林等の生産請負

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 476 485 1,661 私有林の
受託事業

合　計 0 0 0 0 11 274 278 0 0 192 0 476 485 2,130

年間生産量は
2,130㎡にな
ります。

今回の搬出間伐の工程です！
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搬
出
間
伐
事
業
が
組
合
事
業
の
主
力
と
な

り
、
生
産
さ
れ
る
間
伐
材
の
量
も
、
大
き
く

増
加
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
製
材
所
に
販
売

す
る
建
築
用
材
が
生
産
で
き
る
現
場
を
中
心
に

事
業
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在

は
管
内
全
市
町
村
で
計
画
を
立
て
て
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
建
築
用
材
が
搬
出
材
に

占
め
る
割
合
は
３
割
弱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
管
内
で
の
間
伐
材
の
主
力
は
合
板
用
材
で

す
が
、
そ
れ
よ
り
も
質
の
落
ち
る
材
に
つ
い
て

も
大
量
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、

製
紙
用
チ
ッ
プ
材
か
オ
ガ
粉
用
材
と
し
て
、
１

ト
ン
あ
た
り
３
，
０
０
０
円
～
４
，
０
０
０
円

程
度
で
し
か
販
売
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨

年
か
ら
続
く
円
安
の
影
響
も
あ
り
、
中
国
向

け
の
販
売
な
ど
新
た
な
大
口
需
要
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
販
売
価
格
に
も
影
響
し
、

中
国
向
け
価
格
が
バ
イ
オ
マ
ス
用
材
や
オ
ガ

粉
用
材
の
価
格
を
押
し
上
げ
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
組
合
で
は
中
国
市
場
の

調
査
を
目
的
と
し
て
、
９
月
に
現
地
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
視
察
報
告
に
つ
い
て
、
ラ

ジ
オ
や
新
聞
、
林
業
関
係
書
籍
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
今
回
は
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。
検
索
サ
イ

ト
で
北
信
州
森
林
組
合
と
検
索
し
て
く
だ
さ

い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

中国市場を現地調査視察しました。
……… 円安により低質材価格が変動し需要先が増加 ………

上海港から製材所に到着したトレーラー。
道路も広いため、このような積み方でも違法ではないようです。

太倉港に椪積された当組合や栄村森林組合、北信木材セ
ンターから出荷された木材。

上海港でのトレーラーへの積込み。
青森県と九州から輸出された木材が椪積されていました。

上海市北側の太倉市にある太倉港。
直江津港から輸出した木材はこの港に荷下ろしされます。
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視
察
先
の
製
材
工
場
で
は
、九
州
か
ら
輸
出
さ
れ
た
ス
ギ
を
製
材
し
て
い
ま
し
た
。製

材
工
場
に
は
帯
鋸
が
４
基
あ
り
ま
し
た
が
、送
材
車
な
ど
無
く
、丸
太
を
人
間
が
持
っ
て

人
力
で
材
を
送
る
な
ど
し
、全
て
を
人
力
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。製
材
機
に
は
集
塵
装
置

も
な
く
、足
元
に
オ
ガ
粉
が
溜
ま
る
と
、そ
れ
を
片
付
け
る
専
用
の
者
が
い
て
片
付
け
を

始
め
ま
す
。こ
れ
を
交
互
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ト
レ
ー
ラ
ー
１
台
分
の
丸
太
を
１
日
で
製
材
し
、月
間
の
加
工
量
は
１
，０
０
０
㎥
以

上
で
、丸
太
の
歩
留
ま
り
は
１
０
０
％
以
上
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

中
国
で
は
戸
建
て
住
宅
は
な
く
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
集
合
住
宅
ば
か
り
で
す
。

そ
し
て
、売
ら
れ
て
い
る
各
部
屋
は
、内
装
を
し
て
な
い
状
態
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。内

装
は
購
入
者
が
行
う
の
が
通
常
だ
そ
う
で
す
。こ
の
た
め
、木
材
も
下
地
材
や
板
材
を

製
材
し
て
い
ま
す
。ま
た
、背
板
も
使
え
る
部
分
を
切
っ
て
短
板
と
し
て
売
ら
れ
ま
す
。

オ
ガ
粉
も
最
後
に
余
っ
た
端
材
も
全
て
売
り
先
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。港
や
道

端
に
は
、さ
ら
に
ゴ
ミ
の
よ
う
に
落
ち
て
い
る
端
材
を
拾
集
め
る
者
も
い
ま
し
た
。木
の

価
値
は
昭
和
30
年
代
ま
で
の
日
本
に
近
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

近
代
的
な
街
と
は
正
反
対
の
製
材
所

製材品の結束も人力です。

背板なども丸鋸で単材に裁断しています。

オガ粉片付けも人力です。これも全部売り物です。

人力で送材が行われています！

人力で送材しても、立派な製品になります。

荷台に積まれた端材も売り物です。
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今
年
も
業
務
委
員
と
組
合
長
・
副
組
合
長
に
よ

る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

六
月
か
ら
十
一
月
ま
で
各
月
一
回
づ
つ
行
い
、

三
人
か
ら
四
人
が
順
番
で
出
席
し
、
各
現
場
を
見

て
回
り
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
か
ら
安
全
靴
ま
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
全
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
物
を
貸

与
し
、
危
険
へ
の
物
理
的
な
要
因
を
排
除
し
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
、チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
や

刈
払
機
に

よ
る
切
創

は
全
く
な

く
な
り
ま

し
た
。し
か

し
、
パ
ト

ロ
ー
ル
で

は
不
用
意

な
作
業
動
作
が
見
ら
れ
委
員
か
ら
指
摘
を
受
け
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
全
体
で
は
、
安
全
装
備
の
着
用
状
況
、

伐
倒
作
業
時
の
警
笛
合
図
な
ど
、
昨
年
に
比
べ
て

様
々
な
面
で
改
善
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
軽
傷
の
労
災
事
故
も
あ
り
ま
し
た
の

で
今
後
も
引
き
続
き
、
労
働
災
害
防
止
の
た
め
、

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
ゼ
ロ
災
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

“今年も安全パトロール実施しました”
業務委員会

　　今年の労働災害
 ５月  9日 伐倒時に枝が落下して脳震盪
 6月12日 マダニに噛まれる
 6月13日 ハチに刺される
 7月30日 ハチに刺される
 8月18日 伐倒後に伐倒木が足に当り打撲
 8月28日 斜面の刈払いで滑り落ち捻挫
 9月26日 ハチに刺される
 11月19日 倒木処理中に灌木が跳ねて顎を裂傷

 6月25日 松くい虫防除、搬出間伐　２現場
 7月23日 保育間伐、水路刈払　２現場
 8月27日 搬出間伐　１現場
 9月24日 作業道開設、緩衝帯整備　２現場
 10月22日 本数調整伐、搬出間伐　２現場
 11月12日 搬出間伐、高圧線下伐採　２現場

今年２件ありました。
防護ズボンのおかげでケガを
しませんでした。

チェーンソーに対する防護ズボンの効果

６月25日パトロール

７月23日パトロール

８月27日パトロール

９月24日パトロール

10月22日パトロール

11月12日パトロール
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（
株
）
佐
野
共
有
林
は
、
山
ノ
内
町
南
部
の
佐
野
・
角
間
地
区

の
旧
入
会
山
六
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
を
所
有
し
森
林
経
営
を
し

て
い
ま
す
。

歴
史
は
古
く
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
年)

に
そ
の
地
を
治
め

て
い
た
松
代
藩
の
指
示
に
よ
り
、
入
会
山
を
割
山
と
し
た
こ
と
が

始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
明
治
五
年
の
町
村
制
度
の
施
行
に
よ
り

公
有
林
化
。
し
か
し
、
乱
伐
に
よ
る
荒
廃
が
問
題
と
な
り
、
管
理

団
体
と
し
て
「
佐
野
林
野
保
護
組
合
」
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

時
代
は
変
わ
り
大
正
十
二
年
、
積
極
的
に
山
林
の
活
用
を
す
る

団
体
と
し
て
、「
佐
野
施
業
森
林
組
合
」
が
設
立
。
そ
し
て
、
昭

和
四
十
年
に
現
在
の
組
織
の
原
形
と
な
る
「
佐
野
共
有
林
組
合
」、

平
成
三
年
に
は
経
営
ス
ピ
ー
ド
を
高
め
る
た
め
「
株
式
会
社　

佐

野
共
有
林
」
に
改
組
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
直
営
林
経
営
の
ほ
か
、
共
有
林
組
合
当
時
に
地
区
在
住

者
に
貸
し
付
け
た
割
山
の
管
理
を
行
う
な
ど
、
地
域
山
林
運
営
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

（
株
）
佐
野
共
有
林
は
当
組
合
の
組
合
員
で
も
あ
り
、
前

身
の
山
ノ
内
町
森
林
組
合
当
時
か
ら
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ

て
い
ま
し
た
が
、
時
代
に
即
し
た
積
極
的
な
林
業
活
動
を
す

べ
く
、
平
成
十
八
年
度
よ
り
「
共
同
事
業
」
と
い
う
形
で
双

方
の
協
力
に
よ
る
総
合
的
な
森
林
整
備
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。

平
成
二
十
六
年
度
現
在
で
境
界
明
確
化
（
貸
付
地
境
界

の
デ
ー
タ
化
）
を
所
有
面
積
の
七
割
に
あ
た
る
四
五
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
間
伐
を
主
と
し
た
森
林
施
業
二
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
実
施
し
、
木
材
生
産
量
は
約
一
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
み
は
、
現
在
当
組
合
が
推
進
し
て
い
る
森
林
施

業
集
約
化
に
つ
な
が
り
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
事
例
と
し

て
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
林
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド
で

変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、（
株
）
佐
野
共
有
林
に
は
、

二
〇
五
二
年
に
迫
っ
て
い
る
貸
付
地
の
返
還
期
限
後
の
管
理

と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。
明
治
期
に
経
験
し
た
林
地
荒
廃

の
教
訓
を
生
か
し
、
環
境
保
全
を
確
保
し
な
が
ら
の
循
環
型

林
業
経
営
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
強
固
な
協
力

関
係
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
山
林
紹
介
②

株
式
会
社
　
佐
野
共
有
林（
山
ノ
内
町
）戦時中の佐野山

第13回　北信州森林組合通常総代会
搬出材積の部において表彰されました。共

同
事
業
の
推
進

今
後
の
展
開

　　（赤線）は境界明確化成果

受賞式の様子

間伐後の所有林

7



本所・（中野・豊田担当）	 〒 383-0061　中野市大字壁田 938 番地 1
	 TEL	0269-38-0371( 代 )	 FAX	0269-23-5350
利用事業室・飯山支所	 〒 389-2255　飯山市大字静間 383 番地 14
	 TEL	0269-62-8111	 FAX	0269-62-8111
山ノ内支所	 〒 381-0405　山ノ内町大字夜間瀬 6819-1
	 TEL	0269-33-8665	 FAX	0269-33-8678
木島平支所	 〒 389-2302　木島平村大字往郷 973-1
	 TEL	0269-82-3123	 FAX	0269-82-3123
野沢温泉支所	 〒 389-2592　野沢温泉村大字豊郷 9817
	 TEL	0269-67-0454	 FAX	0269-85-3803
ねんりん	 〒 389-2613　野沢温泉村大字虫生 2383-1
	 TEL	0269-85-4441	 FAX	0269-85-4441
直売所	 TEL	0269-85-4141	 FAX	0269-85-4141

編集後記
宮崎県に年間 50 万㎥もの原木を消費する製
材工場ができました。木材を大規模消費する工
場が多くなり、かつての丸太は商品でしたが、
今は原材料としての位置付けになっています。
木材を生産する側も、大量に生産できる事業
体でなければ、木材生産を続けられなくなってい
ます。ますます、森林組合が頑張らなければなり
ません。最新情報を皆さんにお知らせしますの
で、来年度もよろしくお願いいたします。

長
野
市
に
あ
る
小
林
多
男
商
店
で
は
、
笹
の
葉
や
ク
ル
ミ
な
ど

の
天
産
物
を
専
門
に
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
笹
の
葉
な
ど
は
、
青

森
県
な
ど
か
ら
取
り
寄
せ
な
ど
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
回
、
組
合
員
の
中
で
笹
の
葉
を
採
取
し
て
い
た
だ
け
る
人
は

い
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
組
合
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

採
取
の
仕
方
は
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
新
葉
だ
け
を
摘

ん
で
50
枚
を
一
束
と
し
て
輪
ゴ
ム
で
束
ね
て
出
荷
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
良
い
そ
う
で
す
。
青
森
県
で
は
１
人
で
１
日
１
０
，
０
０
０

枚
も
摘
む
方
も
い
る
そ
う
で
す
。

組
合
で
は
、
現
在
、
小
林
多
男
商
店
か
ら
50
枚
一
束
で
八
十
円

で
の
買
取
価
格
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
手
数
料
を
５
％
と
し
て
、

組
合
員
か
ら
七
十
六
円
で
買
取
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

採
取
し
て
か
ら
２
日
以
内
に
納
品
す
る
か
、
冷
凍
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
が
ど
の
程
度
お
ら
れ
る
の
か

を
、
調
べ
た
う
え
で
事
業
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
組
合
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
広
報
誌
に
挿
ん
で
あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

当
組
合
で
は
、
平
成
十
七
年
か
ら
Ｇ
Ｐ
Ｓ
受
信

機
や
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
パ
ス
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
機
器

を
導
入
し
、
座
標
情
報
を
管
理
す
る
森
林
境
界
明

確
化
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

十
月
二
十
五
日
の
放
送
で
は
、
こ
の
森
林
境
界

明
確
化
の
境
界
立
会
い
か
ら
、
立
会
後
の
事
務
処

理
、
現
地
測
量
、
座
標
デ
ー
タ
を
森
林
地
理
情
報

シ
ス
テ
ム
へ
の
取
り
込
み
ま
で
、
一
連
の
業
務
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

若
い
職
員
達
に
と
っ
て
も
、
こ
う
し
て
皆
さ
ん

に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
、
た
い
へ
ん
励
み
に
な
り
、

よ
り
良
い
仕
事
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
山
ノ
内
町
の
菅
地
区
の
境
界
立
会
を
取

材
さ
れ
ま
し
た
が
、
立
会
の
参
加
者
の
皆
様
に
は
、

取
材
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
た
い
へ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

森
林
境
界
明
確
化
事
業
は
、
管
内
を
長
期
の
計

画
を
立
て
て
進
め
て
い
ま
す
。

全
国
で
も
先
進
的
に
取
組
ん
で
い
る

『
デ
ジ
タ
ル
森
林
管
理
』

笹
の
葉
の
買
取
り
に
つ
い
て

小
林
多
男
商
店
と
仲
介
し
ま
す
。

ＳＢＣテレビ“エコロジー最前線で”当組合が紹介されました。

　
　
人
事
異
動

採
用
（
十
二
月
一
日
付
）

業
務
課
庶
務
担
当

　
パ
ー
ト
職
員
　
中
沢
千
恵
子

異
動
（
一
月
五
日
付
）

利
用
事
業
室
付

　
技
能
職
員
　
　
西
川
幹
雄


